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泉南市教育委員会令和元年第１回臨時会会議録 

 

 

（１）日時・場所 

    令和元年８月２７日（火） 

    午後１時３０分 開会   午後５時２０分 閉会 

    埋蔵文化財センター 講堂兼視聴覚室において 

 

（２）教育委員会出席者 

    古川 聖登   教育長 

    片木 哲男   教育委員会委員（教育長職務代理者） 

    薮内 進    教育委員会委員 

    栁澤 泰志   教育委員会委員 

    太田 淳子   教育委員会委員 

 

（３）事務局出席者の職氏名 

    岡田 直樹   教育部長 

    稲垣 豊司   教育部参与 

    阪上 浩之   教育部次長兼人権教育課長 

    桐岡 秀明   教育総務課長 

    新納 孝啓   指導課長 

    猪鹿倉 哲雄  指導課主幹 

 

（４）休憩・遅刻等について 

   休憩 午後３時２５分から午後３時４０分まで 

 

（５）会議録署名者の氏名 

    古川 聖登 

    太田 淳子 
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泉南市教育委員会 令和元年第１回臨時会 議事日程 

令和元年８月２７日（火）午後１時３０分 開会 

埋蔵文化財センター 講堂兼視聴覚室 

日程番号 議案等の番号 件     名 

 

 

日程第１ 

 

日程第２ 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 

開   会 

 

会議録署名者の指名 

 

令和２年度使用教科書の採択について 

 

その他 
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午後１時 30分開会 

○古川教育長 ただいまから、泉南市教育

委員会令和元年第１回臨時会を開催いたし

ます。出席委員が過半数であり、定足数に

達しておりますので、会議は適法に成立い

たしました。 

 

○桐岡教育総務課長 それでは、日程に入

る前に本日傍聴希望の方が７名いらっしゃ

いますので御報告いたします。 

 

○古川教育長 ただいま傍聴者について報

告がございました。傍聴者に入室していた

だいてよろしいでしょうか。 

御異議ございませんので、傍聴者に入室

していただきます。 

 

（傍聴者入室） 

 

 これより日程に入ります。 

 日程第１、会議録署名者の指名を行いま

す。本日の会議録署名者は、教育委員会会

議規則第１２条第２項により、教育長のほ

かに教育長において太田委員を指名いたし

ます。 

 次に日程第２、議案第１号、令和２年度

使用教科書の採択についてを議題といたし

ます。 

 事務局から内容の説明を求めます。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 はじめに、今回採択いた

だきますのは、令和２年度において使用す

る小学校の 13 種目と中学校の道徳以外の

種目となります。教科書は、小中学校の主

たる教材として使用義務が課せられており、

非常に重要な役割を果たしておりますので、

市内の児童にとって最適な教科書を選定い

ただくということは、非常に重要なことだ

と考えております。 

 それでは、本日の資料なんですけれども、

まずは選定委員会からの意見書、２番目が

推薦書の資料でＡ３サイズのもの、３番目

が、Ａ４サイズの調査研究資料、最後に教

育委員会規則、要領、採択の基本方針の資

料になります。ございますでしょうか。 

 それでは、意見書をごらんください。 

 １ページ、「はじめに」をごらんください。 

泉南市教育委員会規則にもありますよう

に、泉南市教育委員会規則第２条に規定さ

れているとおり、選定委員会は、義務教育

諸学校の教科用図書の調査及び研究を行い、

教育委員会に対して意見を述べるものとす

ることとなっており、この規定に基づき作

成した意見書になります。 

選定委員会では、泉南市教育委員会規則

第７条の規定により、小学校の各種目にお

いて３名の調査員を置き、１か月以上にわ

たり、専門的な教科書の調査研究を行いま

した。 

 意見書の２ページに、その選定委員会の

経緯がございます。これまで４回の選定委

員会を開催し、慎重に審議を重ね、意見書

を取りまとめていただいたというところで

ございます。 

 ３ページからが、第４回選定委員会の内

容となっておりまして、小学校の各種目に

ついて数種類ある発行者から１者もしくは

２者の推薦をいただいております。推薦経

緯につきましては、どのような経緯で推薦

されたのか、また推薦されなかったのかと

いったところを推薦理由や問題点も挙げて

記載されております。 

 それから、16ページには中学校の道徳以

外の種目につきましての意見が取りまとめ

てあります。最後は、選定委員会の名簿と

なっております。 

 意見書についての説明は以上です。 

 

○古川教育長 選定委員及び各教科の調査
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員の皆様におかれましては、御多忙の中、

詳細な御検討と資料の作成をいただき、ま

ことにありがとうございます。教育委員会

を代表して心より御礼申し上げます。 

 説明内容について、御質問はございませ

んか。 

 続いて、教科用図書の採択についての審

議に移ります。 

 さて、これから教育委員会として泉南市

の子どもたち、先生方にとって最適な教科

書を採択していくわけですが、その際参考

にしていただくのが選定委員会意見書とな

ります。選定委員会の意見書、調査員から

の推薦資料も参考にしていただきながら御

審議をお願いいたします。ちなみに、推薦

されなかった教科書についても推薦資料に

掲載していますので参考にしてください。 

 まずはじめに、国語科から審議を始めま

す。国語科では、選定委員会から光村（光

村図書出版株式会社）が推薦発行者となっ

ております。なお、会社の名前は省略で敬

称略させていただきます。御了承ください。

選定委員会が光村を推薦した理由について、

事務局から説明をお願いします。 

 

○新納指導課長 国語科につきまして、意

見書の３ページになりますけれども、選定

委員会で主に２つの点で議論しております。 

 １点目につきましては、各学年で段階的

に学習が進んでいくようになっているか、

１年生から６年生までの系統性があるかと

いう点です。 

 ２点目は、新しい学習指導要領にもある

子どもたちが主体的に学習できるかという

ことと、児童が対話するといった言語活動

が充実しているかということについて議論

しております。 

 光村が推薦されているんですけれども、

１点目の段階的に学習が進むのかとか系統

性といったことにつきまして、例えば光村

の６年生の教科書の 132 ページの右下を見

ていただきますと、「５年生の学びを確かめ

よう」とか「一番大事なものは」といった

ことの下に７ページ、94ページなど、ペー

ジ数が示されているんですけれども、前の

学年で学習したこととか、６年生で学習す

る同じようなもの、テーマの学習内容を振

り返るというような形の案内が出ておりま

す。 

説明文についても前に学習した範囲を少

し振り返って、６年生の段階での説明文と

いうような形で学習が段的に積み上げられ

ているというような工夫がされております。

また、５年生の学習内容と結びつけるよう

な系統性といったことも子どもたち自身が

わかるような仕組み、工夫をされておられ

るというところがございます。 

 それから 46 ページ、「笑うから楽しい」

という単元になっているんですけれども、

46 ページ、47 ページは、本来の学習に入

る前の準備段階の教材になりまして、上に

ありますように、はじめ、なか、おわりと

一番上のページに示されているんですけれ

ども、この文章全体が３段で構成されてい

るということを学習前に練習できるように

なっており、視覚的にわかりやすいところ

がございます。 

 めくっていただきまして、48ページから

が本題の学習になっております。54ページ

をごらんいただくと、「とらえよう」「ふか

めよう」「まとめよう」「ひろげよう」とい

うような形で、これも視覚的にわかりやす

くするような仕掛けがしてありまして、子

どもたちが段階的に学習する工夫がされて

おります。 

 ２点目のポイントは、子どもたちが主体

的に学習できたり、対話するような活動が

できやすいかということにつきましても、

今見ていただいている 54 ページ、55 ペー

ジのような、「とらえよう」「ふかめよう」
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「まとめよう」「ひろげよう」というように、

学習の流れというものが非常にわかりやす

く表示されているということでございます。 

 またその中の「ひろげよう」のところで、

友達の発表を聞いて感じたことを伝え合お

うというような形で対話的な活動がしやす

いように学習の流れが構成されているとい

う工夫がございます。 

 このような主体的な学びや対話について

の活動が他者の教科書にもございます。例

えば、６年生の東書（東京書籍株式会社）

の教科書をごらんください。43ページを見

ていただきますと、青い印がついていると

ころからが学習の手引きというところにな

るんですけれども、そんなふうにして筆者

の考えを確かめようとか筆者の論の進め方

を確かめようという形で学びを深めること

ができるように段階的に示されているとい

うところがございます。残念なのは、次の

ページをめくったところに続いていくとい

うところがありまして、子どもたちにとっ

ては学びを進めていく上でちょっと見にく

いかなというところがございます。 

 それから、教出（教育出版株式会社）の

６年生の下の教科書の 16 ページにも同じ

ような学習の流れを紹介しているようなペ

ージがございます。見開きで「確かめる」

「考える」「深める」「広げる」というよう

な形で見やすくなっておるんですけれども、

調査員の先生方から出てきた意見として、

その下段のところに子どもたちの絵がある

ところですが、「同じことが全ての人に同じ

ように受け取られていないかもしれない、

どんなときにそうなるかな」という言葉が

出てきますけれども、こういった子どもの

声で考えていく上での例が示されているん

ですけれども、これが多様な意見が出にく

くなるというマイナス面があるんじゃない

かという声がございました。 

 それから、学図（学校図書株式会社）の

４年生の教科書の 61 ページの左端をごら

んください。④番、物語の終わり方につい

て話し合おうというページの使い方はして

いるんですけれども、「『この物語は青いけ

むりが、まだつつ口から細く出ていました』

という文で終わります。この文があるのと

ないのとではどう違うか話し合いましょ

う」という問題の提示のされ方があるんで

すけれども、子どもたちにとっては少しわ

かりにくい問題の提示の仕方だなというと

ころがございます。 

 各者の教科書を比較しまして光村が最も

すぐれているんじゃないかという意見をい

ただいているところでございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 それでは、御質問等はござ

いますでしょうか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 意見書におきまして、教出の

教科書について各先生方が書いてらっしゃ

るんですけれども、多様な意見が出にくい

のではないかなと指摘されております。そ

の点についてもう少し詳しく説明していた

だけますか。 

 

○新納指導課長 先ほど教出の６年生の

16ページを見ていただきますと、子どもた

ちの意見として３番目に女の子の絵があり

ますけれども、「私は次の二つの言葉が要旨

に関係すると思う。自分だけの心の世界が

ある。」一人きりの自分という言葉が出てく

るんですけれども、このような形で例が示

されますと、どうしても子どもたちという

のはこの部分に引っ張られてしまうという

面がありまして、子どもたち自身が自分で

感じた思いを出しにくくなってしまい自由

で多様な意見が出にくくなってしまうよう

なところがあるなというところでございま
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す。 

  

○古川教育長 ほかに御質問はございませ

んか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 順序を追って組み立てていく

という形の中では、学習していく工夫が光

村がされているのかなという気がいたしま

す。 

 

○古川教育長 ほかに、御意見でも結構で

す。どうぞ、御発言ください。 

 片木委員。 

 

○片木委員 私は光村の教科書を見て、子

どもたちにとって見通しが立ちやすく、し

かも学びやすくなっているんじゃないかな

という気がいたしました。 

 

○古川教育長 はい、ありがとうございま

す。そのほかにございませんか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 振り返りという部分では、子

どもたちの学びが広がる工夫をされている

なと私が感じたのは、東書、学図、光村だ

ったんじゃないかなと思います。 

 

○古川教育長 御意見を伺っておりますと、

国語科といたしましては、光村の教科書と

いう御意見が多いように感じられますので、

光村の教科書を採択してよろしいでしょう

か。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、国語科といたしましては、光

村図書の教科書を採択いたします。 

 次に、書写の審議に移ります。書写は、

東書と日文（日本文教出版株式会社）が推

薦発行者となっております。選定委員会が

東書と日文を推薦した理由について、事務

局から説明をお願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 書写は、東書、学図、教

出、光村、日文の５者がございます。 

 選定委員会では、東書と日文が推薦され

ております。選定委員会で議論されたポイ

ントにつきまして、１点目は、毛筆指導の

ところでございます。これが先生方にとっ

て教えやすく、子どもたちにとってわかり

やすいものになっているかということ。 

２点目は、国語と同様、主体的、対話的

な活動ができるようになっているかという

点でございます。 

 まずは毛筆指導につきまして、東書の６

年生の教科書の 10ページ、光村につきまし

ては６ページ、日文については 10ページを

見ていただきますと、左側に手本が示され

ておりまして、その右側のページに朱書き

で、特に筆先の動きがわかりやすいように

示しております。 

 同じく教出も６年生の教科書をごらんい

ただきたいのですが、９ページ、毛筆指導

の最初の部分に手本が示されております。

ページをめくっていただきますと、朱書き

で示されております。 

朱書きとお手本が両方同時に見られる方

が子どもたちにとっては見やすいのかなと

思います。また教出につきましては、手本

で朱書きがないところも一部ございます。 

 それからもう一点、学図なんですけれど

も、学図では筆先の動きがわかるような朱

書きされているものがなく、毛筆指導につ

きましては朱書きがある方が使いやすいん

じゃないかなというところです。 

 ２点目の主体的また対話的な言語活動が

できるかというところにつきまして、東書
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の 10 ページ、に「見つけよう」「確かめよ

う」「生かそう」と虫眼鏡、筆、鉛筆みたい

なマークがあるんですけれども、こういっ

た流れで教科書に書き込みながら学習を進

めることができ、左下に「ふり返って話そ

う」というところがございまして、書写の

授業の中でも気づいたことを友達と交流す

るとか話し合う活動が取り入れられている

という工夫がございます。 

 日文につきましては、先ほどの 10ページ

を見ていただきますと、ここにも１番がカ

エルの印で「考える」、２番が亀の印があり

まして「確かめる」、３番がイカの印で「生

かす」というものを入れながら学習課程を

３段階で進めていくという設定をしており

まして、子どもたちの学習の見通しが立ち

やすいという特徴がございます。 

 学図の６年生の教科書の 29ページ、ここ

でも「生かして書こう」ということがテー

マになっているんですけれども、一番左端

に「ふり返ろう」というところがあります。

与えられているテーマが自分の好きな歌詞

を書こう、その字形を整えて書けているの

かなと字形を整えて書こうと、ポイントを

置いて示されているんですけれども、残念

なことに歌詞を書くところが教科書の中に

はございませんでした。そういったところ

が授業する中では別に用意しなければいけ

ないので、その辺りが残念なところがござ

います。 

 それから光村ですが、６ページの朱書き

の下の「大切」というところに、双子の絵

がございますが、１番、２番、３番という

ことで、段階的に学習するためのヒントが

書かれておりまして、振り返りとして段階

的に学習できる工夫がされております。 

 教出につきましては、そういう学習のめ

あてと振り返りといったことがしっかりと

出ておりまして、子どもたちにとっては学

習の見通しが立ちやすいという工夫がされ

ております。 

以上です。 

 

○古川教育長 御質問はございませんか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 意見書の随所に左ききの鉛筆

の持ち方の表記が見られないという表現が

あるんですが、実際教育現場でどんな影響

が出るのかをお聞きしたいと思います。 

 

○新納指導課長 書写の勉強を始めるに当

たりまして、鉛筆の持ち方というのは最も、

基礎、基本の部分になるかと思います。椅

子にしっかりと姿勢よく座るといったこと

と同様に非常に大事なところになるのかな

と思います。そういう意味では子どもたち

に手本がしっかりと示されているというの

は大事なことかと思います。一方最近左き

きの子どもたちがふえているのかなと思い

ます。以前ですと、小さい間に右ききに直

すということも多かったように思うんです

けれども、最近はそういうことも少なくな

ってきているのか、左ききの子どもという

のはいらっしゃいます。左ききの子どもに

とっては鉛筆の持ち方、握り方が示されて

いないと、お手本がないということになり

ますので、マイナスになるのかなと感じま

す。左ききの教員がおれば、こうなんだよ

と見せられるかもしれないんですけれども、

右ききの教員にとっては、それはできませ

んのでそういったものがあれば左ききの子

どもたちにとってはいいのかなと思います。 

 意見書にありますように学図・教出・光

村、日文につきましては、左ききの部分に

ついてのお手本などの表記はございません。

東書については、１年生の４ページ、５ペ

ージにあるように、写真で左ききの鉛筆の

正しい持ち方がしっかりと紹介されている

というところがございます。 
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○古川教育長 ほかに御質問はございませ

んか。 

 なければ次に、御意見をいただきます。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 先生方の意見書を拝見したん

ですけれども、この毛筆指導で児童にとっ

て本当にわかりやすく工夫されているなと

思えるのは、東書、光村、日文がいいかな

というふうに推薦されています。また、先

生にとっても教えやすいかなと思います。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。そ

のほかにございませんか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 どの教科書も主体的に学習で

きるように工夫されているなと思うんです

けれども、私が特にすぐれているなと思う

のは東書と日文かなと思います。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。そ

のほかにございませんか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 先ほどの御回答でもありまし

たように、ちょっと余談なんですけれども、

最近テレビでも食レポなんかでタレントさ

んでも左ききの方がよく見受けられます。

学校訪問に行かせていただいても左ききの

お子さんがいらっしゃいます。そういう意

味では、基礎の段階で左ききの鉛筆の持ち

方というのは子どもたちの指導には非常に

必要なのかなという気がいたしますので、

こういったことを掲載されている点でも東

書がいいのかなという気がいたします。 

 

○古川教育長 御意見を伺っておりますと、

書写といたしましては、東書の教科書とい

う御意見が多いようですので、東書の教科

書を採択してよろしいでしょうか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、書写といたしましては、東書 

の教科書を採択いたします。 

 次に、社会科の審議に移ります。社会科

では日文が推薦発行者となっております。

選定委員会が日文を推薦した理由について

事務局から説明をお願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 社会科につきましては、

東書、教出、日文の３者が発行者になりま

す。選定委員会では日文を推薦されており

ます。 

 議論のポイントは、２点でございます。 

社会科ということで１点目は、資料の活

用について、効果的に調べたり、表現しや

すいかということ。２点目は、主体的・対

話的な活動というところになります。 

 まずは１点目、資料の効果的な活用、ま

た調べたことを表現するといったことにつ

いての工夫という点なんですけれども、ま

ず日文の３年生の教科書の７ページをごら

んいただきますと、この教科書の使い方と

いったことがひとまとめに紹介されていま

す。教科書の中のいろいろなコーナーとい

うことなんですが、そこにありますように

「学び方・調べ方コーナー」とあります。

「見る・調べる」「読み取る」「表現する」、

の３項目で構成されておりまして、資料を

使いながら社会科の見方、考え方を身につ

けていけるという工夫がされております。 

 具体的には、ページをめくっていただき

ますと、単元名が載っています、「私たちが

住んでいるところ」になるんですが、さら

にめくっていただいて、12 ページ、13 ペ

ージの右上に見る・調べると少し色を変え
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て紹介されているところがあるんですけれ

ども、こんな形で学習計画の立て方のヒン

トが掲載されておりまして、子どもたちに

とって、この資料を活用して学んでいくと

いうことがわかりやすくなっております。 

 続いて東書の３年生の教科書の最初のペ

ージを見ていただきますと、同じように一

番右端に「まなび方コーナー」といった形

で紹介されておりますけれども、「見る・聞

く・ふれる」、「読み取る」、「表す・伝える」

の３つの段階で学習が構成されています。

教科書自体もこの３項目で順に学習できる

ように構成されておりまして、同じように

資料を使う工夫がされております。 

 続きまして２点目のポイント、主体的・

対話的に学習できるかというところなんで

すけれども、主体的に学習するという上で

やはり子どもたち自身が学習内容に興味を

持って取り組めるかどうかが非常に大切な

ところになろうか思います。３年生、４年

生というのは、身近な地域から勉強を進め

ていくんですけれども、日文では自分たち

が住んでいる大阪が教材に取り入れられて

おります。３年生の教科書で言いますと

155 ページ、大阪のまちの変化といったこ

とがテーマになっております。同じく日文

の４年生の教科書では 44ページ、大阪府に

住む人々が使う水をテーマに、特に大阪の

水がどんなふうに使われているのか、どこ

から来ているのかといったように、水を通

して学習を進めていくということになって

おりまして、子どもたちにとって非常に身

近なテーマかなと思います。 

 同じく日文なんですけれども、５年生の

教科書の 182 ページに大阪の企業のことが

紹介されていたり、248 ページには大和川

をテーマにしているというところがござい

ます。地元の大阪を教材に取り上げている

というところが特徴にあります。一方、東

書、教出につきましては、大阪を中心的に

取り上げていないというところがございま

して、子どもたちにとっては自分たちの身

近なものとして学習ができるという特徴が

日文にはあるというところでございます。 

以上です。 

 

○古川教育長 それでは、御質問はござい

ませんか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 意見書の中で、東書において

文字の書体が違うということで使いづらい

というのがあるんですけれども、そのあた

りは具体的にどういうところなのか説明し

ていただけますか。 

 

○新納指導課長 ５年生の教科書の 56 ペ

ージをごらんください。調査員から指摘が

ございまして、北海道の北の字なんですけ

れども、この字体について指摘がございま

した。少し独特な字体になっていて実際に

子どもたちが使う、さっきの書写にあった

ように、こんなふうに書きなさいと指導す

る字と形が違うんですけれども、どうして

も印刷する上でのフォント、字体の特徴な

のかなというふうに考えます。これは東書

だけではなく、他者の教科書でも北の字を

比べますと、ブロック体を使っておられる

ときに同じような形で子どもたちが実際硬

筆、毛筆で書く字とは字体がちょっと違う

んです。これは印刷とかフォントの特徴と

いうことで、いたし方ないところなのかな

と思います。実際に学校で指導する際には、

ふだん教えているほうの字体を書きなさい

よという指導をしていただく必要が出てく

るのかなと思うんですけれども、これはど

の会社の教科書を使っても必要になってく

る部分なのかなというふうに考えておりま

す。指導する上での配慮でクリアできる部

分ではないかなと考えております。 



- 10 - 

 

○古川教育長 ほかにございませんか。 

 なければ次に御意見をいただきます。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 東書と日文で、資料が効果的

に活用する点では工夫されていると思いま

す。ただ、日文は特に姫路であるとか関西

近辺の身近な土地を取り上げられているの

で、例えば、社会見学とかそういう点から

見ても先生方が非常に教えやすいのではな

いかなという気がいたしますので、日文が

よいと思われます。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 まず自分たちが住んでいる大

阪という身近な地域を学ぶことが子どもた

ちの今後の学習意欲にもつながってくると

考えています。その点、各学年とも大阪を

取り上げている日文が子どもたちにとって

親しみやすいのかなと考えますので、日文

がいいと思います。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。御

意見を伺っていますと、社会科としては日

文の教科書がよいという御意見が多いよう

ですので、日文の教科書を採択してよろし

いですか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、社会科といたしましては、日

本文教出版の教科書を採択します。 

 続けて、地図の審議に移ります。地図で

では、東書と帝国（株式会社帝国書院）が

推薦発行者となっております。選定委員会

が帝国を推薦した理由について事務局から

説明をお願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 地図については、東書と

帝国の２者になります。 

地図につきましては、地図そのものが多

くの資料がまとまっているというものかな

と考えます。やはりその資料が活用しやす

くて調べやすいというのが、１点目のポイ

ントでございます。２点目は、主体的、対

話的活動に結びつくかということです。 

 １点目、資料が活用しやすく調べやすい

かという点につきまして、まずは帝国の地

図の 45、46ページをお開きください。 

子どもたちが見る機会が多いかなと思う

大阪府を中心としたページです。東書では

33 ページ、34 ページになります。選定委

員会の中でも議論したんですけれども、両

方の教科書を見比べて、帝国のほうが見や

すいという意見でございました。東書は、

ちょっと情報量が多いのかなという指摘が

ございました。例えば、道路のところにも

たくさん書き込みがあって、子どもたちに

とっては逆に情報量が多いとわかりにくい

ということになってしまうのではないかな

という意見でございました。 

 ２点目の主体的な学習、対話というよう

なところに結びつくかということなんです

けれども、例えば帝国でいいますと 18ペー

ジ、20ページをごらんください。この地図

の使い方というページなんですけれども、

18 ページの一番下の段を見ていただきま

すと、「地図マスターへの道」というコーナ

ー、仕掛けが設けられています。これをど

んなふうにしていくかということなんです

が、例えば 43ページの近畿地方のところを

見ていただきますと、例えば「タヌキの焼

き物を探してみよう」とか、「日本標準時子

午線上に都市の記号があるのは何市かな」、

「近畿地方で果樹園が一番広がっているの

は何県かな」というような仕掛けがござい



- 11 - 

ます。これらを頼りに子ども自身が地図を

開いて地図記号などに自然と興味を持って

取り組めるような仕掛けになっています。

一番後ろの 117ページですが、「地図マスタ

ーへの道」のまとめとして、１個ずつでき

たら丸を順番に塗っていって最終的に地図

マスターを目指すという仕掛けなんですけ

れども、こういった仕掛けもございます。

授業の中では活用する場面は少ないかもし

れないんですけれども、一方で地図に興味

を持った子どもたちが、最近学校で行われ

ている自主勉強などで地図帳に興味を持っ

て取り組む子どもたちが、これを自分で進

めていくこともあるんじゃないかなと思っ

ております。 

 そういった点から、帝国が推薦されたと

いうところでございます。 

 

○古川教育長 御質問はございませんか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 どちらもすばらしいなと思い

ますが、やっぱり小学生が見るに当たって

東書のほうは非常に情報量が多いのかなと

いう気がいたします。見ていたら千葉県の

ＺＯＺＯマリンスタジアムとか書かれてい

るんですけれども、個人的にはちょっと詳

し過ぎるのかなと感じます。そういう面で

わかりにくいのかなと思うんですけれども、

具体的にそういう点が情報量が多くて子ど

もにとって分かりにくいということなのか

御説明を改めてお願いいたします。 

 

○新納指導課長 おっしゃるとおりです。

先ほど大阪の地図を見ていただいたんです

けれども、道路の表示などは東書のほうが

細かいです。非常に小さい道も東書のほう

は道路がしっかりと書かれているというと

ころがありまして、特に市街地のほうへ行

きますと、より細かく書かれていろんなも

のが重なっていますので、わかりにくい、

読み取りにくいと感じる子どもが出てくる

のかなということが、先生方の意見として

出ておりました。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございませ

んか。 

 なければ次に御意見をいただきます。 

 片木委員。 

 

○片木委員 私はこういう地図を見るのが

好きなんですけれども、地図への関心を持

つきっかけとして、まず自分が住んでいる

ところが一体どこにあるのか探したくなる

んですね。そういう意味でも先ほどから何

回か出ていますけれども、大阪の見やすさ

とか地図を開いたときの地図の見やすさな

どは帝国だと思いますし、見やすいという

ことが、子どもたちにとって一番使いやす

い地図だと思いますので、私は帝国がいい

のではないかと思っております。 

 

○古川教育長 ほかにございませんか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 私も色のコントラストも含め

て、子どもたちの学習意欲が湧くような工

夫などを見て帝国がいいかなと思います。 

 

○古川教育長 御意見を伺っていますと、

地図は帝国を採択したいと考えますが、い

かがでしょうか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、地図は帝国を採択します。 

 次に、算数科の審議に移ります。算数科

では、大日本（大日本図書株式会社）と日

文が推薦発行者となっております。選定委

員会が大日本と日文を推薦した理由につい
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て事務局から説明をお願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 算数は、東書、大日本、

学図、教出、啓林館、日文の６者ございま

して、選定委員会としては大日本と日文を

推薦しております。 

 選定の際の議論のポイントなんですけれ

ども、１点目は、子どもたちが主体的に取

り組んで子どもたち同士が対話するといっ

た活動ができて、学びが深まるかというこ

と。２点目は、資料の中から必要なデータ

を読み取り、分析して、課題を解決できる

ような工夫がされているかということをポ

イントに置いております。 

 まずは、日文の６年生の教科書の 23ペー

ジ、線対称の図形を扱っている単元なんで

すけれども、一番下に三角の３番に「どう

してが言えるかな」という設問が設定され

ているんですけれども、「右の図は線対称な

図形で直線アイは対称の軸です。点Ｐに対

応する点は点Ａから点Ｄのどれですか。わ

けも説明しましょう。」という設問です。 

これはこれまでの学習した内容を振り返

って、子どもたち自身がじっくり考えるこ

とができる工夫かなと考えております。誰

かに説明するというときには、自分の中で

勉強したことをもう一度振り返って、今ま

で学習した言葉をもう一度反すうするよう

なことをすると思うんですけれども、そう

いう形で学んだことを自分のものにして、

それをまた言葉として友達に説明する対話

を通して、より自分のものにできるという

非常に効果的な設問になっているんじゃな

いかなというところでございます。 

 同じく９ページを開いていただきますと、

「次の学習のために」というところがござ

います。緑のところなんですけれども、「３

年生の分数」「５年生の小数の割り算」「５

年生の分数と小数」と、前の学年で学んだ

ことを確認するということができるように

なっておりまして、６年生の学習にスムー

ズに入ることができるような工夫になって

います。子どもたち自身がスムーズに入れ

ることでより学習に入っていけるという工

夫がされております。 

 大日本の教科書なんですけれども、同じ

ような工夫が６ページから９ページにある

「算数まなびナビ」というところで、学習

の進め方やその流れ、ノートの使い方、次

のページをめくっていただきまして８ペー

ジ、９ページに書いてあります。ノートの

使い方が具体的に示されています。お手本

にあるようなノートの使い方は、子どもた

ちがこういったものを参考にして主体的に

学ぶことができるような工夫ではないかな

と感じるところがあります。 

 それから 31 ページから何ページかにわ

たって黒板を背に先生が話していたりとか、

子どもたちが説明している形で示しされて

いるんですけれども、これは学習を進めて

いく一つのサンプル例となっておりまして、

先生方にとっては指導する上での参考にな

るようなものということで、これは調査員

の先生方からはおもしろい工夫だという意

見がございました。 

 ２点目のデータの読み取りや分析、課題

解決のための工夫につきまして、日文は

196 ページが、データの活用という領域に

なるんですけれども、オリンピックの 400

メートルリレーを題材にデータから問題を

解決する具体例が示されています。題材が

子どもたちにとっては、データの活用とい

う点ではちょっととっつきにくいところが

あるんですけれども、非常に興味を引く内

容で、具体的に示されていますし、特に来

年はオリンピックもあり、話題になってい

る 400 メートルリレーなどを題材にしてい

ます。子どもたちにとっては、データの読

み取りや分析などは、とっつきにくい題材
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ですが、興味を持って取り組めるような工

夫がされているかなというところでござい

ます。 

 続いて大日本なんですけれども、63ペー

ジをごらんください。例題の示し方、借り

た本の数、横軸に冊数がきてその数が上に

丸を書いているということで人数を示す形

になっているんですけれども、ドットプロ

ットというものが紹介されています。升目

がついていて、一目で数量をつかみやすい

というところが、子どもたちにとってに効

果的な表示の仕方だなというところで先生

方から評価がございました。 

 この２点が先生方からすぐれているなと

いう御意見があったところでございます。 

 

○古川教育長 御質問はございますでしょ

うか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 私は保護者委員なんですけれ

ども、きょう子どもが学校から帰ってきて

テストを見せてもらったら、これは本当に

算数のテストなのかと感じました。私の記

憶では式があって答えを書くという感じだ

ったんですけれども全然違っていて、文章

があって、それを読み解きながら答えを出

していくという出題方法に変わっていて、

びっくりしたんですけれども、選定委員会

の先生の中でも議論のポイントとして挙げ

られている資料の中から必要なデータを読

み取って分析し、課題を解決できるように

工夫がされていることというのは、やはり

そういう点でも重要だということになって

くるのでしょうか。 

 

○新納指導課長 新しい学習指導要領の中

でも、「データの活用」という領域が非常に

重要視されています。情報化社会の中で、

たくさんの情報を子どもたちが活用してい

く力が求められておりまして、全国学力学

習状況調査の中でも同じように計算できた

らいいということではなくて、その計算の

ために必要なデータはどれかということを

まず読み取る力も算数の中には含まれてき

ています。 

社会の変化に伴って学習指導要領もその

部分を重視しているというところがござい

ますので、小学校の段階でも算数の授業の

中でデータを読み取り活用するというとこ

ろが非常に大事だということで算数を調査

していただいた先生方も非常に大事にされ

たポイントというところでございます。 

 

○古川教育長 ほかにございませんか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 意見書を拝見いたしまして、

日文について、単元の学習に入る前に、次

の学習のためにという項目があり、つなが

りがわかりやすいと書かれておりますが、

もう少し詳しく説明していただきたいと思

います。 

 

○新納指導課長 先ほど見ていただいた９

ページが、単元の最初の次の学習のために

という項目になるんですけれども、単元ご

とに次の学習のためにというのがございま

す。例えば 57 ページ、41 ページにも単元

に入る前に既習事項を簡単に振り返るとい

う目的で設けられております。泉南市は今

も日文の教科書を使っているんですけれど

も、今の教科書にも同じような形で既習事

項を振り返るというページがございます。

先生方が使っておられる中でそれが効果的

だというところがございまして、特に今回

の改訂にあってはより問題が精選されてい

て、より効果があるのではないかなという

先生方からの意見がございました。 
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○古川教育長 ほかに御質問はございませ

んでしょうか。 

 ないようでしたら、次に意見をいただき

ます。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 日文でも、どうしてが言える

かなというふうに児童が主体的に対話的に

学習できるように、さりげなく工夫されて

いると思います。日文、大日本、どちらも

甲乙つけがたい部分があるかと思います。 

 以上です。 

 

○古川教育長 そのほか御意見ございます

か。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 日文は説明にもありましたよ

うにデータを効率よく活用されていて、リ

レーなど身近なものから興味を湧かせ、算

数嫌いにならないように学びやすくさせて

いるという面においては、大日本よりも学

習しやすいように工夫されているのかなと

いう気がいたします。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 児童がスムーズに学習できる

という点では、日文の方が大日本よりすぐ

れているかなと思います。 

 

○古川教育長 御意見を伺っておりますと、

算数科といたしましては日文の教科書がよ

いという御意見が多いようでございますが、

日文の教科書を採択してよろしいですか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、算数科といたしましては日文

の教科書を採択します。 

 続いて、理科の審議に移ります。理科で

は、東書と啓林館（株式会社新興出版啓林

館）が推薦発行者となっております。選定

委員会が東書と啓林館を推薦した理由につ

いて事務局から説明をお願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 理科につきましては、東

書、大日本、学図、教出、啓林館の５者が

ございます。 

 選定のポイントといたしましては、１点

目が観察や実験を通して問題解決の活動が

充実しているかでございます。２点目は、

主体的・対話的で深い学びに結びつくかと

いう点でございます。 

 東書と啓林館が推薦されているんですけ

れども、まず東書の６年生の教科書の 32

ページをごらんください。動物の体の働き

という単元になっているんですけれども、

見開きで水泳の場面で息苦しいなみたいな

ところとか、魚は何で苦しくならないんだ

ろうなど、身近な生活と結びつくところが

単元のテーマとして冒頭にございまして、

子どもたちにとって興味、関心が自然と持

てるような形になっております。 

 33ページの右横に学ぶ前の話と、赤いボ

ーダーのＴシャツを着ている男の子が描か

れていますけれども、ここに動物は生きて

いくために必要なものをどのようにして取

り入れているのだろうかという、この単元

の入り口の問いが示されておりまして、こ

れが単元の後ろにいきますと、まとめのペ

ージとして、53ページでは同じ男の子が学

んだ後の話ということで、なるほどと理解

できたことですっきりした表情になってい

ます。このように問題解決の過程が大きく

示されており、自分の学習理解や成長を生

活と結びつけて振り返ることができるよう

な工夫がされています。 
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 34ページを開いていただきますと、一番

左端のところに先ほどの男の子、問題をつ

かもうというところから計画し、実験を行

い、実験結果を考察しようということで、

次のページにまとめという形で問題解決学

習の過程や流れが見出しやマークをつけて

視覚的にわかりやすい示し方をしています。 

 続いて啓林館なんですけれども、啓林館

も同じような形で学習の流れというものが

わかるように整理されているんですけれど

も、同じく６年生の教科書の６ページ、７

ページをごらんいただきますと、ここで左

から順番に「見つける、調べる、ふり返る」

という形で問題解決の過程が一覧にされて

いる工夫がされています。 

 調査員の先生方がよいな、おもしろいな

という指摘があったのが、４ページ、目次

のページになるんですけれども、この下に

「理科のきせつごよみ」というものが盛り

込まれておりまして、理科の学習とその季

節カレンダーの流れの中で、こんな準備が

いるよとか、この時期にこんなふうに進ん

でいくよということが紹介されておりまし

て、学習の流れがつかみやすいよう工夫さ

れているところでございます。 

 ２点目の主体的、対話的に学びが深まる

かということについては、どの教科書にお

いても問題をつかむ、予想する、計画する、

観察や実験をする、考察をする、まとめる

という流れは工夫がされています。 

 先ほどの東書の６年生の教科書の 53 ペ

ージをごらんいただきますと、52、53ペー

ジが学習のまとめになりますけれども、「た

しかめよう」というタイトルがついており

「わかったかな・できたかな」というとこ

ろで学んだことを問題を解きながら振り返

ることができるようになっておりまして、

「考えよう」というテーマが与えられてい

て、最後の「ふり返ろう」のところで子ど

もたち同士を対話に結びつけるような設定

になっています。 

 啓林館も同じく６年生の教科書の 10 ペ

ージに問題解決の流れが示されております。

ものの燃え方というところですけれども、

同じように左側に「問題をつかもう」と矢

印があって問題、予想があって、実験をし

まして次のページにいって、その結果、考

察、まとめと流れてまいります。12ページ

のまとめのところで重要になってくる３つ

の気体の名前、窒素、酸素、二酸化炭素と

いったものが強調されております。自然な

形で重要な語句について、子どもたちの印

象に残るような工夫がされております。19

ページのまとめのページなんですけれども、

その一番下の欄のところで、この３つの気

体の名前がもう一度出てくることで自然な

形で重要な気体の名前について子どもたち

の理解が進むよう工夫がされております。 

 以上になります。 

 

○古川教育長 御質問はございますでしょ

うか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 東書だけサイズ的にちょっと

大きくてＡ４だと思うんですけれども、子

どもたちはたくさん教科書を持って行かな

いといけないと思うんですけれども、重さ

などが子どもにとってはどういう感じにな

るのでしょうか。 

 

○新納指導課長 大きさにつきましては、

近年Ａ４版の教科書というのが一般的にな

っています。見やすくレイアウトするには

ある程度の大きさがいるということなのか

なと捉えているんですけれども、ランドセ

ルもＡ４版のファイルも収まりますよとい

う形でコマーシャルもされています。サイ

ズ的な部分では、Ａ４版が一般的になって

いるのかなと思います。重さというところ
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もどうなのかなと気になりまして、はかっ

てみたんですけれども、例えば東書 520 グ

ラム、大日本は 462グラム、学図は 540グ

ラム、教出が 530グラムの啓林館は 490グ

ラムとそれぞれ違いがあるんですけれども、

大きな違いではないのかなと考えていると

ころです。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございます

か。 

 なければ次に御意見をいただきたいと存

じます。御意見がある方はいらっしゃいま

すか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 理科離れと言われていますが、

東書の教科書についてはふだんの生活とリ

ンクされているということで、教科として

だけでなくて日常の知識として習得するた

めには子どもたちにとってよいのではない

かと思います。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 啓林館もわかりやすく、工夫

もされていると思いますが、東書の教科書

を開いたときにわかりやすさというか、関

心を引きつける力を感じました。開いたと

きに引き付けられ関心を持てるということ

が学習の根本になるんじゃないかという気

がいたしますので、東書のほうがいいので

はないかと思いました。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 東書の対話的な仕掛けをして

いるところもいいかなと思います。 

 

○古川教育長 御意見を伺っておりますと、

理科といたしましては東書の教科書がよろ

しいという御意見が多いようですので、東

書の教科書を採択してよろしいですか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、理科は東京書籍の教科書を採

択します。 

 次に、生活科の審議に移ります。生活科

では、東書と啓林館の２者が推薦発行者と

なっております。選定委員会が東書と啓林

館を推薦した理由について事務局から説明

をお願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 生活は、東書、大日本、

学図、教出、光村、啓林館、日文の７者ご

ざいます。 

 生活につきましては、幼稚園から小学校

に上がってくる子どもたちが体験を通じて

学べるか、子どもたち同士が対話するとい

う活動がしやすいように工夫されているか

というところを１点目のポイントにしてお

ります。２点目は、就学前の幼稚園や保育

所との接続についてどんな配慮がされてい

るかというところをポイントにしておりま

す。 

 １点目についてですけれども、東書の上

の教科書の 45ページをごらんくだい。１年

生の子どもたちが手にする教科書ですので、

文字情報ではなく、絵で示されているんで

すけれども、特に右端のところで「約束」

というようなところがございまして、活動

の約束事について絵で示されております。 

子どもたち自身が自分で考えるきっかけ

になりますし、何があかんのかなみたいな

問いかけをすることで子どもたち同士の対

話にも結びつくという点がいいのではない

かという意見をいただいています。 
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 啓林館の上の教科書の 22 ページをご覧

ください。「わくわくボックス」ということ

で、植物についての学習を始めるんですけ

れども、女の子が吹き出しで、「種にはいろ

いろな色や形があるね。」というところから、

学習が始まっていくんですけれども、この

部分が子どもたちの学習のスタートという

ことで一番左端に「わくわく」と緑で書か

れてございます。それが次のページにいき

ますと、周りがピンク色になるんですけれ

ども、この部分が「いきいき」というとこ

ろで子どもたちの活動というところが、「い

きいき」というテーマで同じ色で紹介され

ています。 

 続いて 32ページをごらんください。ここ

には「ぐんぐん」とブルーで示されていま

す。活動したことを表現するといった形で

学習が発展していくという構成がされてい

るところでございます。どれも子どもたち

が体験を通じて学んでいくための工夫とい

うところでございます。 

 ２点目の幼稚園や保育所などの就学前教

育との接続というところなんですけれども、

スタートカリキュラムといったことが盛ん

に取り上げられておりまして、東書の上の

教科書の表紙を開いていただきますと学校

生活スタートということで、少し紙幅が小

さいサイズのところがあるかと思いますが、

こちらをめくっていただいて２ページ、３

ページ、新しい学校の一日というところか

ら始まっていくような仕掛けがされていて、

３ページの右上の吹き出しのところでは幼

稚園や保育所、こども園ではどんなことを

していたのかなということで、就学前教育

で体験してきたことと学校生活を結びつけ

るようなきっかけづくりがされています。 

 次に啓林館の上の教科書を見ていただき、

「がっこうだいすきあいうえお」というペ

ージをごらんください。１ページ目はお兄

ちゃんと幼稚園の妹が並んでいる写真なん

ですけれども、幼稚園や保育所で体験して

きたこととして、幼稚園の場面なんかが写

真で紹介されていますけれども、そういっ

たことを振り返りながら５ページで小学校

での生活ということに結びついていきます。

小学校とのつながりが丁寧にわかりやすく

紹介されているところがございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 御質問はございますか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 スタートプログラムと言いま

すか、幼児期における教育の円滑な接続に

ついてということなんですけれども、この

２者以外はどんなふうになっているのでし

ょうか。 

 

○新納指導課長 光村では上の教科書の

16ページの「なかよしさがしにしゅっぱつ

だ」のところの体育館の写真なんですけれ

ども、子どもたちが体育館の天井を見上げ

て保育園にはなかったねということが出て

まいります。光村では就学前とのつながり

を感じるのは、この言葉ぐらいかなと思い

ます。 

 それから教出につきましては、10ページ、

11ページの写真の下のところにイラストで

紹介されている「こんなあそびがすきだっ

たよ。」という場面では幼稚園の様子がイラ

ストで紹介されていて、それが小学校との

つなぎという形になっていますけれども、

光村や教出についての工夫というのはこう

いう点になっています。あと日文、大日本、

学図については、就学前教育と小学校での

学校生活の接続という部分については、扱

われておりません。 

 

○古川教育長 ほかに質問はございません

か。 
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 次に御意見をいただきたく存じます。い

かがでしょうか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 東書や啓林館、両者ともそう

なんですけれども、生活スタートというと

ころだけページの大きさを変えてわかりや

すく示されていて、幼稚園から上がってき

た新１年生が新しい真っさらな教科書を見

て、めくりやすいようにつくられているの

で使いやすいかなと思います。 

 

○古川教育長 そのほか御意見がございま

したらどうぞ。 

 太田委員。 

 

○太田委員 幼稚園や保育園の幼児期にお

ける教育との滑らかな接続を進めるという

ことができるように工夫されているので、

啓林館がいいかなと思います。 

 

○古川教育長 そのほか御意見ございます

か。 

 片木委員。 

 

○片木委員 小学校の学習の仕方にうまく

移行できるように工夫されている点では、

啓林館が一番すぐれているように思いまし

た。 

 

○古川教育長 御意見を伺っておりますと、

生活科としては、啓林館の教科書がよいと

いう御意見が多いようですので、啓林館の

教科書を採択してよろしいですか。 

 それでは、生活科としましては啓林館の

教科書を採択します。 

 ７つの教科書を選んでいただきましたが、

ここで休憩を入れたいと思います。 

 15分間の休憩を入れて、15時 40分から

再開したいと思います。それでは暫時休憩

いたします。 

 

（休憩） 

 

（15時 40分 再開） 

 

○古川教育長 それでは休憩前に引き続き

まして、審議を進めます。 

 次に、音楽科の審議に移ります。音楽科

では、教芸（株式会社教育芸術社）が推薦

発行者となっております。選定委員会が推

薦した理由について、事務局から説明をお

願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 音楽は発行者が、教出と

教芸の２者ございますが、選定委員会での

ポイントは２点ございます。１点目は、音

楽の表現や鑑賞の活動を通して、生活や社

会の中での音や音楽とかかわるための工夫

がなされているかということが１点目。２

点目は、子どもたちが主体的に学習できる

か、また子どもたち同士が対話して学ぶた

めの工夫がされているかでございます。 

 １点目について、生活や社会との結びつ

きが音楽の表現や鑑賞を通して学べるかと

いう工夫についてですが、まずは教芸の５

年生の教科書の表紙を開いていただきます

と、フィギュアスケートの浅田真央さんの

写真が紹介されています。日常生活の中で

もスポーツと関連付けて、音楽を通した表

現活動を題材とすることで、子どもたちが

イメージしやすいように工夫されていると

思います。 

 それから９ページを開きますと、「ＢＥＬ

ＩＥＶＥ」の楽譜があるんですけれども、

子どもたちがよく合唱曲として歌う曲です。

ここに作者であります杉本竜一さんからの

メッセージが紹介されておりまして、作者

の思いを通して、表現に結びつけていこう



- 19 - 

という工夫です。 

 22ページ、23ページをごらんください。

これは鑑賞の資料として、弦楽器が紹介さ

れているんですけれども、ここには下のと

ころにバイオリン奏者の方のお話が紹介さ

れています。震災のときの経験などが紹介

されておりまして、生活の中での音楽の力

や役割といったことを考えるための一つの

きっかけになっていると思います。 

 45ページをごらんください。ここではテ

ノール歌手の方のお話が紹介されておりま

して、歌うときの歌手の方の工夫が紹介さ

れていまして、日常的に音楽に触れる広が

りを感じられるよう紹介されます。 

 続いて 53ページをごらんください。尺八

の演奏家が紹介されております。どれも音

楽と生活や社会とを関連づけるコラムや音

楽家の方の思いといったことが取り上げら

れておりまして、鑑賞する、表現するとい

ったことの広がりをつくっていくという工

夫であるかと思います。 

 次に教出につきましては、６年生の最初

のページをごらんください。ピアニストの

辻井さんが紹介されています。子どもたち

も知っているんじゃないかなと思われるよ

うな演奏家が紹介されております。 

 40ページ、ここでは被災地での佐渡裕さ

んの活動が紹介されておりまして、震災の

後の活動ということで、やはり音楽と生活

とのかかわりといったことが紹介されてい

るんですけれども、先ほどの教芸さんと比

べると生活面のところがちょっと薄いのか

なというところがございます。 

 ２点目の子どもたちの主体的な学びであ

るとか対話という活動へのつながりなんで

すけれども、教芸の３年生の教科書の７ペ

ージ、「リズムでなかよくなろう」というと

ころで、身体表現を取り入れて教員や友達

とかかわりながら、題材の狙いに沿って活

動していくことで、音楽を通してかかわり

をつくっていくという工夫がされています。 

 同じく２、３ページをごらんいただきま

すと、「学びの地図」というのが紹介されて

います。これは全学年の教科書にございま

すが、音楽の中での歌う、演奏する、聴く、

つくるといった活動を紹介されておりまし

て、音楽の活動、学習の見通しを持てたり、

またこの扉のページを使うことで学習した

ことを振り返ることができるような工夫が

されております。 

 教出につきましては、鑑賞曲のところで

子どもたちにとってはなじみの少ない曲が

多いというところで子どもたちが少し興味、

関心が持ちにくいところがあるかなという

現場の先生方からの指摘がございました。 

以上です。 

 

○古川教育長 御質問はございますか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 子ども同士が教科書を通じて、

話し合うなど対話的な部分についてどのよ

うに工夫しているのか御説明いただきたい

と思います。 

 

○新納指導課長 教芸の６年生の教科書の

41ページをごらんください。鑑賞を味わい

ましょう。日本の歌を味わいましょうとい

うテーマの単元なんですけれども、歌詞に

ついて気づいたことをメモに取るようにな

っています。また曲や演奏についてという

こと。そして３番目のところで、そのメモ

をもとにそれらのかかわりが生み出す曲の

良さについて、話し合いましょうというよ

うな子ども自身が言葉にして対話するとい

った学習が取り入れられております。 

 教出につきましても、６年生の教科書の

23 ページに、「われは海の子」を鑑賞して

学びあうようになっています。四角で囲ま

れているところに学習課題が設定されてい
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ますけれども、歌詞を読んでみようとか、

意識して歌ってみようというような接点は

あるんですが、子どもたち自身が言葉を書

くというところがございませんでして、そ

れらについて授業の中で配慮がいるような

ところがございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございます

か。 

 ないようでしたら、次に御意見をいただ

きます。御意見のある方どうぞ。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 教芸は、御説明にもありまし

たように教出に比べて特に高学年の見開き

で「ワンピース」のスーパー歌舞伎だった

り、浅田真央さんだったり、子どもたちが

身近に感じるものからそういったものも音

楽がかかわっているんだよということであ

らわしている面では非常に工夫されている

のかなという気がいたします。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 教芸は、先生方の準備という

点でも配慮されていていいかなと思います。 

 

○古川教育長 御意見を伺っておりますと、

音楽科といたしましては教芸の教科書がよ

いという御意見が多いようですが、教芸の

教科書を採択してよろしいでしょうか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、音楽科としましては教芸の教 

科書を採択します。 

 それでは次に、図工の審議に移ります。

図工では、日文が推薦発行者となっており

ます。選定委員会が日文を推薦した理由に

ついて事務局から説明をお願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 開隆堂（開隆堂出版株式

会社）と日文の２者がございます。図工の

ポイントなんですけれども、１点目は、図

工におきましても表現や鑑賞という活動を

通して生活や社会の中での形や色とのかか

わりを学べるような工夫がされているかと

いうこと。２点目が、主体的に学習できる

か、また対話的な活動はどう工夫されてい

るかという点をポイントにしております。 

 １点目、表現や鑑賞の活動を通して、社

会や生活とのかかわりを学ぶための工夫が

されているかというところです。 

 まずは日文の５・６年生の上の教科書の

７ページをごらんください。７ページの下

のところに４つのピクトグラムがございま

して、図画工作のつながり、広がりを表す

ために虹みたいなマークがついていますが、

このマークが生活や社会とのつながりを紹

介しているページでございます。例えば 54

ページを開いていただきますと、左上に虹

のようなマークがありまして、地域とつな

がるというようなところが紹介されていま

す。地域の中でのイベントが紹介されてお

りまして、地域の方と協働するという活動

が紹介されております。地域の方との協働

活動というのはほかにも紹介されておりま

して、図画工作を通して社会とのかかわり、

連携といったことが紹介されています。 

 また１・２年生の下の教科書の 56、57

ページにも同じく虹のマークがついている

んですけれども、図画工作が広がるという

ところで写真で紹介されております。そう

いう作品の展示を通して、異学年の子ども

たちがかかわっている場面であるとか、57

ページの右下の写真なんかは外国から遊び

に来た友達と一緒につくったよと、絵画を



- 21 - 

通して外国の人とのかかわり、交流といっ

たことが進むということの一つの紹介では

ないかという意見をいただいております。 

 開隆堂につきましては、５・６年生の上

の教科書の 48、49 ページに地域の方との

協働活動が紹介されてはおりますけれども、

少し事例としては少ないのかなというとこ

ろでございます。 

 ２点目、子どもたちが主体的に学習でき

るかという工夫についてなんですけれども、

先ほどの日文の５・６年生の上の教科書で

いいますと、例えば８ページ、９ページを

ごらんください。絵の具スケッチという単

元ですけれども、８ページには制作途中の

子どもたちの様子が写真で紹介されており

まして、またそこの吹き出しなんかを通し

て、表現の発想が広がったり、構想を深め

るためのヒントになるようなものがさりげ

なく紹介されておりまして、子どもたちの

発想や空想を広げ深めるといった工夫がさ

れております。このような工夫は、ほぼ全

てのページで制作過程が紹介されていたり、

吹き出しを通して意図などが紹介されてお

ります。 

 開隆堂につきましては、５・６年生の上

の教科書の 14 ページ、15 ページを見てい

ただきますと、上のところで子ども同士が

作品を見せ合って交流している絵があり、

吹き出しを通してそれぞれの作品を交流す

るということで、発想を生かしたり、互い

を認め合うためのきっかけづくりの工夫が

されております。以上の部分では日文がい

いのかなというところで推薦されていると

いうところでございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 御質問はございますか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 お子さんによりましたら、相

手と意思疎通が苦手な子もいると思うんで

すけれども、そういった子でも図画工作の

面においてつくったり、描いたりすること

が得意だったりすると、友達と交流できた

りするかと思うんですけれども、そういっ

た対話的な工夫などはどうなっているんで

しょうか。 

 

○新納指導課長 日文の５・６年生の上の

教科書でいいますと、52、53ページをごら

んください。ここでは思いを伝え合おうと

いうこと自体がテーマになっておりまして、

自分がつくった作品への思いみたなことを

紹介しあうというような活動が盛り込まれ

ているというところで、今おっしゃったよ

うな作品を通して対話する、交流するため

に工夫されております。 

 一方、開隆堂については、同じく５・６

年生の上の教科書でいいますと、30、31ペ

ージをごらんいただきますと鑑賞するよう

になっています。この作品を見てどんなこ

とを感じるかといったことを交流するよう

な設定になっているんですけれども、子ど

もたちがよりいろんな思いを出したり、広

がりを持つためには、自分の作品を通すほ

うがやりやすいのかなという御意見をいた

だいております。 

 

○古川教育長 よろしいですか。ほかに御

質問はございませんか。 

 それでは次に御意見があればいただきま

す。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 主体的な学習や対話的な児童

の活動になるような工夫を両者ともされて

いると思います。よくできているかなと思

います。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 
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 片木委員。 

 

○片木委員 私は日文のほうが図工の活動

を通じて生活と社会とのかかわり、またそ

のつながりを意識できるように工夫されて

いるのでいいのかなと思いました。 

 

○古川教育長 日文の教科書がよろしいと

いう御意見が多いようですけれども、図工

は日文を採択してよろしいでしょうか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、図工は日文の教科書を採択し

ます。 

 引き続き、家庭科の審議に移ります。家

庭科では、開隆堂が推薦発行者となってい

ます。選定委員会が推薦した理由について

事務局から説明をお願いします。 

新納指導課長。 

 

○新納指導課長 家庭科については、東書

と開隆堂の２者がございまして、選定委員

会としては開隆堂を推薦されているという

ところでございます。 

選定の際のポイントの１点目は、具体的な

生活上の課題と関連させながら学習活動が

出されるかという点でございます。 

２点目は、主体的・対話的な活動を通し

て学びが深まるかという点でございます。 

 １点目は、まずは開隆堂の 17ページをご

らんください。17ページの右上に四つ葉の

キャラクターがございますけれども、この

キャラクターが日常生活とのかかわりへの

きっかけを与えるような形になっています。

使う水の量や排水の汚れに気をつけてごみ

を減らす工夫をしましょうというところな

どは、学習したことを通して生活と結びつ

けるというふうな工夫でございます。 

 東書では 53 ページの右側、「やってみよ

う」というところなんですけれども、これ

は身の回りをきれいにしよう、整理整頓し

ようという学習課題なんですけれども、子

どもたちにとっては余りおもしろくないと

いうか退屈になりがちな題材かもしれない

んですけれども、ここにはお道具箱をうま

く仕切ることで整理整頓ができるねという

形で具体的、体験的な活動ができるように

工夫されています。 

 ２点目の主体的・対話的な学習というこ

となんですけれども、開隆堂の教科書でい

いますと 62ページの左上のところです。話

し合おうという設定がされていまして、買

い物で行ったことがある工夫を紹介し合お

うという形で学習活動の中に対話的な学習

の工夫が取り入れられていたり、82ページ

の生活時間を工夫し合おうというところで

も自分の生活の中から課題を見つけて主体

的に取り組むことで学習を進められるよう

設定されています。 

 それから 22、23 ページでは裁縫が学習

テーマになっているんですけれども、ここ

は指の使い方、針の使い方を写真でうまく

紹介されておりまして、この写真が大変わ

かりやすいなというところが先生方からの

評価が高かったところです。子どもたちに

とっても意外とわかりにくい、実際に縫う

のにどうしたらいいのかがなかなか言葉で

は伝わらないところがありますが、写真だ

と非常によくわかる。これは子どもたちに

とっては教科書を通してやり方がわかって、

さあやるぞと向かいやすいのではないかと

いう点を先生方が評価されています。 

 続きまして、東書の４ページをごらんく

ださい。そこにもありますように、学習の

進め方の中で課題発見、課題解決、そして

評価改善というところで、活動が段階的に

深まっていくようにステップごとの活動が

紹介されています。特に、左肩の学習の進

め方のところにステップ１、２、３の中で



- 23 - 

学習を進めようというところが説明されて

おります。 

 「私の生活、大発見！」のところです。

ページをめくっていきますと、７ページの

ところで最初の段階、「見つめよう」から始

まって 13ページの活動４の「深めよう」と

いうところでは、学んだことを活用して実

践してみましょうという形で学習を進めて

いくために工夫されているというところで

ございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 御質問はございますか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 この２者で課題として挙げら

れていることはあるんですか。 

 

○新納指導課長 課題の部分として出てき

ていたのは、東書につきましては 28ページ

の裁縫のところなんですけれども、初めて

の手縫いというところの作品の中で、マイ

ミニバックが例示されているんですけれど

も、子どもたちにとってはちょっと難易度

が高いなと現場の先生からの御指摘があり

ました。 

 また、65ページのミシンの使い方という

ところも子どもたちにとっては難易度の高

いところのようなんですけれども、さらに

説明手順が箇条書きになっており順番に示

されているんですけれども、ここも子ども

たちにとってはわかりにくいという声がご

ざいました。一方で、開隆堂の教科書の 40、

41ページをごらんいただきますと、同じよ

うにミシンの使い方の手順がございますが、

①、②、③、④と順番も示されていて、子

どもたちにとってはわかりやすいなという

ところがございました。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございませ

んか。 

 なければ次に御意見があればどうぞ。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 東書も開隆堂も２つともポイ

ントについては本当に見やすく工夫されて

いて、甲乙つけがたいなと思います。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 東書は、先ほど説明がござい

ましたように課題が、先生の指導を行った

としても難しい部分があるように思いまし

た。その点では、開隆堂がいいのかなと私

は思います。 

 

○古川教育長 ほかに御意見はよろしいで

すか。 

 開隆堂の教科書 130 ページに、ちょう結

びの仕方が書いてあるのはいいなと思いま

した。実際の生活ではよく使うんですけれ

ども、きちんと習うというのはなかなかな

くて、わかりやすく書いてあり非常にいい

と思いました。 

 御意見を伺っておりますと、開隆堂の教

科書がよいという御意見が多いようですが、

開隆堂の教科書を採択してよろしいでしょ

うか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、家庭科では開隆堂の教科書を

採択します。 

 引き続き、保健の審議に移ってまいりま

す。保健では、光文（株式会社光文書院）

と学研（株式会社学研教育みらい）の２者

が推薦発行者となっています。選定委員会

がこの２者を推薦した理由について事務局

から説明をお願いします。 
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新納指導課長。 

 

○新納指導課長 保健につきましては、東

書、大日本、文教社（株式会社文教社）、光

文、学研の５者がございます。選定委員会

では、光文と学研が推薦されております。 

ポイントとしては、１点目、特に小学校

の高学年は思春期の入り口というところで、

心と体のかかわりと結びつきを踏まえて発

達について理解できるように工夫されてい

るか。２点目は、主体的・対話的な学びと

いうところでございます。 

 １点目の心と体の結びつきにつきまして

学研の３・４年生の教科書の 29ページをご

らんください。子どもたちの発達度合いも

差が出てくるところがある一方で、友達同

士の結びつきも強まる、ギャングエイジと

いうところ、集団を意識していくような年

代でもあるんですけれども、そういったと

ころで体の変化が一人一人違うということ

で、その体の変化についてどんな気持ちだ

ったのかということを年齢の近い、小学校

６年生のノリオ君の投稿とか小学校４年生

のマサコさんの投稿というのを題材にして、

身近なもの、自分のこととして捉えられる

ような形で紹介をしております。 

 また５・６年生のところでは８ページの

下半分に特に思春期の心というところで、

さりげなくスクールカウンセラーのことも

紹介されておりまして、そういう悩みの相

談窓口としてスクールカウンセラーがいる

んだよというをさりげなく紹介されており

ます。思春期の入口の時期にスクールカウ

ンセラーが自然な形で子どもたちに紹介さ

れているのはいいなというところでござい

ます。 

 それから 14ページ、ここでは体ほぐし運

動ということで、体がリラックスすると心

もリラックスするよというような呼吸を通

して体のほぐし方が紹介されているんです

けれども、これも子どもたちが自分自身の

体と心について理解していく一つのきっか

けになるとともに非常に実践しやすいよう

な形で紹介されていますので、子どもたち

が実際にやってみようというところにつな

がるんじゃないかなというところでござい

ます。 

 光文につきましては、５・６年生の教科

書の 16、17 ページに不安や悩みなどへの

対処というテーマがございます。ここにも

スクールカウンセラーについて紹介されて

おりまして、子どもたちにとっては５・６

年生の段階でスクールカウンセラーが紹介

されているというのはいいんじゃないかな

というところでございます。 

 ２点目の主体的で対話的な学びというと

ころにつきましては、４ページの学習の進

め方を知ろうというところで、縦に矢印が

示されていて、学習の始めのところで「自

分の生活をふり返る」というところから始

まって「学習課題をつかむ」「課題解決に向

けて、学習活動をする」、そこには「調べよ

う、考えよう、やってみよう、話し合おう」、

そして最後にまとめるといったように、手

順が非常にわかりやすく説明されています。 

 また、ページをめくっていただいて 10、

11ページでは、話し合おうということがテ

ーマになっているんですけれども、自分自

身の経験を振り返って人とのかかわりなど

から話し合ってみましょうという形で紹介

されておりまして、ここも自分自身の成長

をこのイラストを通してすごくつかみやす

いなというところでございます。 

 学研につきましては、例えば３・４年生

の教科書の３ページ、ここも学習の進め方

ということで紹介されておりまして、先ほ

どの光文とよく似ているんですけれども、

学習の進め方として縦に矢印が紹介されて

いて、「つかむ」というところから始まって

「考える、調べる」、そして「まとめる、深
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める」という形で学習展開が見てわかるよ

うに紹介されているというところがござい

ます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 御質問がある方どうぞ。 

 太田委員。 

 

○太田委員 光文と学研において、問題点

やそのほかすぐれている点というのはある

のでしょうか。 

 

○新納指導課長 すぐれているというとこ

ろで、光文の５・６年生の９ページの下の

欄です。心の発達の仕方を考えようという

ところで、上のほうで感情とか社会性とか

思考など、ちょっと言葉が難しいですけれ

ども、４・５歳のころと今と比べてという

ところがイラストで紹介されています。そ

れを見て下のところに自分自身でも描いて

みましょうということで、自分自身をふり

返るための工夫がされています。 

 同じく 13ページの下の欄です。ふだんの

生活の中で体と心が影響し合っていると思

うことについて書いてみましょうという形

で、自分自身を振り返ることが自然にでき

るような工夫がされているのが光文という

ところでございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございませ

んか。 

 なければ次に御意見をいただきたいと思

います。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 子どもの心と体の成長につい

て、心の発達は２者とも５・６年生の教科

書に載っているんですが、先ほど御説明が

あったように考えようといったところで、

子ども自身が親から愛されているとかそう

いうふうなことで情操教育というんですか、

そういうようなことを考えると光文のほう

が子どもたちに自主的に考えさせられるの

かなという気がいたしました。 

 

○古川教育長 ほかに御意見はございます

か。 

 片木委員。 

 

○片木委員 ２者の教科書を比べて、子ど

もの主体的な学習や対話的な活動ができる

よう工夫されているのは光文かなと私は思

いました。 

 

○古川教育長 光文の教科書がよいという

意見が多いようですけれども、光文の教科

書を採択してよろしいですか。 

 それでは、保健といたしましては光文の

教科書を採択します。 

 次に、英語の審議に移ります。 

 英語は、本市としても特に力を入れてい

きたいと思っておりますのでよろしくお願

いいたします。 

 英語では、開隆堂の１者が推薦発行者と

なっております。選定委員会が推薦した理

由について事務局から説明をお願いします。 

 

○新納指導課長 英語につきましては、東

書、開隆堂、学図、三省堂（株式会社三省

堂）、教出、光村、啓林館、７者ございます。 

 選定委員会では、開隆堂を推薦発行者と

しております。ポイントは、１点目、外国

語が教科としてスタートしていくと、小学

生にとっては英語の教科書は初めてになる

んですけれども、やはり中学校への接続を

考えたときに読む・書くという力をうまく

つけることができるかというところが重要

かと思います。そういった読むや書くとい

ったところに親しみながら、中学校の学習
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にスムーズに入っていける工夫がされてい

るかというところが１点目です。２点目が、

主体的・対話的な活動を通して学びが深ま

るようになっているかというところになり

ます。 

 １点目のポイントですが、読むこと・書

くことについてなんですけれども、特徴の

あるところとして、東書について別冊の「Ｐ

ｉｃｔｕｒｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ」とタ

イトルがついている単語集がございます。

５・６年生で学習する単語がわかりやすく

紹介されておりますので、自然とその単語

が子どもたちの中に入っていくところがあ

るのではないかというところがございます。 

 続いて開隆堂の６年生の教科書を見てい

ただきますと、118 ページの巻末の付録の

ところになりますけれども、この付録では

二学年分の単語のリストが紹介されていま

す。123 ページから６年生分の単語になる

んですけれども、これはわからない単語が

出てきたときに、ここを開けば自分で調べ

ることができるというところがありますの

で、読む・書くために単語を身につけてい

くというところでは非常に有効ではないか

なということです。これは中学校で辞書を

使いこなすための準備にもなるのではない

かというところでございます。 

 それから書くということにつきまして、

単語を書く四線に各者特徴がございます。

例えば今見ていただいている開隆堂では

32ページ、レッスン６の「Ｍｙ Ｓｕｍｍ

ｅｒ Ｖａｃａｔｉｏｎ」なんですけれど

も、夏休みの思い出を書いてみましょうと

いうことで、ここに英語のノートでよく使

う四線が示されているんですけれども、こ

の四線の幅を見ていただいたらわかるよう

に真ん中のところがやや広めで書きやすい

ような形で示されています。四線の幅とい

うのは出版社によって特徴がありまして、

開隆堂、学図、三省堂、教出、啓林館は４

つの線の幅が似通っています。一方で東書、

光村は真ん中の幅が広くなっております。

これは書きやすさの工夫の一つだと思うん

ですけれども、中学校になりますと同じ幅

の線になりますので、中学校に上がったと

きに困らないようにするには同じ幅のほう

がいいのではないかという先生方からの意

見がございました。 

 また開隆堂について、５年生の教科書の

81ページからが、書く、文字に慣れようと

いうところがここから後ろにまとめられて

おりまして、各レッスンでももちろんそう

いった学習は進んでいくんだけれども、特

に書くという文字指導については、ここに

まとめられている形になっていますので、

指導しやすいという先生方から意見をいた

だいています。 

 それからもう一つ、開隆堂の工夫として

６年生の教科書の 102 ページ、ここでは中

学校へつなげようという課題が設定されて

います。中学校に入ったときにちょっとつ

まずきやすいような項目を先取りしている

ところがございます。語順であるとか過去

形など、小学校の段階で少し触れておくこ

とで中学校に上がったときにスムーズに学

習するための工夫ではないかというところ

で、先生方から、これはいいねという御意

見がございました。 

 ２点目の主体的・対話的な学びというと

ころにつきましては、子どもたちが見通し

を持った学習ができるかというところにつ

いて、ＣＡＮ－ＤＯリストについて先生方

から意見が出ております。やはりＣＡＮ－

ＤＯリストがあるということは、子どもた

ちにとっては見通しにもなるし、学習内容

のゴールを子どもたち自身がつかみやすく

なるので、大事だという御意見でした。 

開隆堂の教科書では、１、２ページにＣ

ＡＮ－ＤＯリストが紹介されておりまして、

レッスンをやっていくにしたがって、こん
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なことができるようになるんだということ

が紹介されています。 

 巻末の 112 ページのところでも、教科書

で学んだことリストがありまして、活動内

容を振り返り、自分自身が点検できるよう

な工夫がされています。 

 ＣＡＮ－ＤＯリストにつきましては、三

省堂でも掲載されています。光村でもある

んですけれども、子どもたちにとっては学

んだことを確認する際にちょっとわかりに

くいというところがありました。またＣＡ

Ｎ－ＤＯリストが載っていないというとこ

ろもありまして、東書、学図、教出、啓林

館、こういったところはＣＡＮ－ＤＯリス

トは掲載されていないというところがあり

ます。こういったところも少し違いがござ

います。 

 それから、学習課題の学習しやすさとい

うところになってくるかと思うんですけれ

ども、例えば東書の６年生の教科書の 34

ページ、ユニット４、「Ｓｕｍｍｅｒ Ｖａ

ｃａｔｉｏｎｓ ｉｎ ｔｈｅ Ｗｏｒｌ

ｄ」という単元名ですけれども、ここでは

世界と日本の夏休みの過ごし方を比べよう

となっているんですけれども、子どもたち

自身が活動するのは、そこにあるようにア

イスクリームを食べたんだというふうなこ

とだとか、キャンプして楽しかったという

ことを表現するということで、世界と日本

の夏休みの過ごし方を比べるというのは、

ちょっと学習内容とずれているのかなとい

う御指摘がありました。 

 それから開隆堂の６年生の教科書の６ペ

ージ、「Ｗｈａｔ ｔｉｍｅ ｄｏ ｙｏｕ ｇ

ｅｔ ｕｐ？」というタイトルがありますけ

れども、ゴールはそのすぐ下にあります。

自分の一日を紹介しようということで、私

は何時に起きたよということを表現すると

いうところがそのままゴールとして載って

いる。非常にわかりやすいのかなというこ

とでした。それから同じく何時に起きたよ

というところに続いて 10、11ページの振り

返りのところでは、時刻をｇｅｔ ｕｐの時

間、お風呂に入った時間などを振り返って

書くようなところが非常に使いやすく、わ

かりやすい振り返りの設定の仕方になって

いるなというところがございます。 

 振り返りというところですと、啓林館の

６年生の教科書の 18ページ、ユニットの振

り返りをしましょうということなんですけ

れども、このようにユニットごとにゴール

や振り返りができるようになっています。 

これはどの発行者もされているんだけれど

も、例えば啓林館ですと、１番、２番、３

番なんかはやりやすいのかなと、４番目の

英語で言いたいけど言えなかったことや、

もっと知りたいと思ったことを書いてみよ

うとか、５番の学習した英語をどんな場面

で使いたいか書いてみようとなってくると、

英語での学習内容から少し発展的になって

いて、時間もいるのではないかなというと

ころでどうかなという御意見が出ておりま

した。 

 以上のような点から調査員の先生方から

は開隆堂が一番使いやすいという意見をい

ただいております。 

以上です。 

 

○古川教育長 質問はございますか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 先ほどの説明のＣＡＮ－ＤＯ

リストについて、あると便利だとか目標が

はっきりわかるというような説明がござい

ましたけれども、光村のＣＡＮ－ＤＯリス

トが他者と比較して使いにくいと意見書に

書かれているんですが、具体的にどういう

ことなのでしょうか。 

 

○新納指導課長 例えば５、６年生の教科
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書どちらにも記載されているんですが、８

ページにできるようになることということ

でＣＡＮ－ＤＯリストがございます。タイ

トルが「Ｈｅｒｅ Ｗｅ Ｇｏ！」となって

いるものです。光村の場合は関連ごとのリ

ストになっており、レッスンやユニットの

順番ではなくて関連ごとになっており学習

の流れのとおりにいないものですから、学

習を進めていったときにできるようになっ

たことがわかりにくいかなという御意見で

ございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございます

か。 

 太田委員。 

 

○太田委員 読むこと・書くことになれ親

しむということについてなんですけれども、

四線の幅のこととか単語リストとかがあっ

たりして、中学生への円滑な接続ができる

ように工夫されているのは開隆堂ではない

かなと思います。 

 

○古川教育長 ほかに御意見がございまし

たらどうぞ。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 開隆堂のＣＡＮ－ＤＯマップ

は、名前や誕生日など自分自身に身近なも

のから慣れ親しんでいくという段階を踏む

ようになっていますので、開隆堂の教科書

がいいのかなという気がいたします。 

 

○古川教育長 開隆堂がいいという意見が

多いようでございますが、開隆堂の教科書

を採択してよろしいでしょうか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、英語は開隆堂の教科書を採択

します。 

 次に、道徳の審議に移ります。道徳では、

日文の１者が推薦発行者となっております。

選定委員会が推薦した理由について、事務

局から説明をお願いします。 

 

○新納指導課長 道徳につきましては、東

書、学図、教出、光村、日文、光文、学研、

あかつき（廣済堂あかつき株式会社）の８

者が発行者となっております。 

 日文が推薦されているんですけれども、

議論したポイントが３点ございます。１点

目は、子どもたちが主体的に学習できるか

というところで、子どもたちの興味・関心

をしっかりと引き出す内容になっているか

ということ。２点目は、子どもたち同士が

話し合い、議論することで考えを深めてい

くことがしっかりできるようになっている

かということ。３点目は、子どもたちが自

分自身を振り返って成長を実感できるよう

な工夫がされているか、また教員が子ども

たちの成長の様子を把握して指導に生かす

ことができるかという点でございます。 

 １点目の子どもたちの主体的な学びに結

びつくような興味・関心を引きつけるかと

いうことについて。まず日文の１年生の教

科書の 22ページをごらんください。１年生

は、小学校に入ってきたばかりで、しっか

り文章を読むといったこともこれからとい

う子どもたちですけれども、そこに生き物

に優しくというテーマで「つばめ」という

題材の教材になっておりますが、その「つ

ばめ」というタイトルの横にここに出てく

る登場人物、私、お父さん、お母さんと紹

介されている。またそこに簡単な流れ、粗

筋、つばめは春に日本に来る渡り鳥です。

卵を産むために、泥やわらなどで巣をつく

りますということが簡単に紹介されている

んですけれども、こういったものも１年生
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の子どもたちにとってはすごくわかりやす

い、入りやすい工夫ではないかなというと

ころです。 

 同じく日文の３年生の教科書の 24 ペー

ジに「さと子の落とし物」というタイトル

で、遠足に出かけたときのお話になってお

りますけれども、こういったように子ども

たちの日常生活を題材にしているものがた

くさんあり、行事などの時期にもちょうど

合っていて、子どもたちにとっては自分た

ちのことと結びつけて考えやすいような配

列がされているというところがございます。 

 一方で、東書の１年生の教科書の 90ペー

ジ、「ぼくのはなさいたけど」というタイト

ルの文章がございますけれども、これは１

年生の読み物としてはちょっと長いかなと

いう心配の声がございました。同じく学図

の１年生の教科書の 100 ページにあります、

「ぱちん ぱちん きらり」というタイトル

の教材も長いので、集中して取り組む、読

み切るというのは、ちょっと厳しいかなと

いう声がございます。光村も同じく１年生

の教科書の 90 ページ、「はしの上のおおか

み」というタイトルの教材もちょっと長い

かなというお声がございました。 

 また、先ほど日文のところでも少し指摘

したんですけれども、東書の２年生の教科

書の 10ページ、２年生になって自分ででき

ることということで、「自分でオッケー」と

いうタイトルなんですけれども、持ち物を

自分自身で用意していくにはという中身に

なっています。学校の生活面との結びつき

と言いましょうか、学校での出来事を中心

としている読み物で、子どもたちにとって

は考えやすいなというところがございます。

東書なんかは、こういうふうな学校での出

来事を中心とした題材というものがたくさ

んございます。 

 続いて、光文の６年生の教科書の 130 ペ

ージ「めざせ、百八十回！」というタイト

ルの縄跳びを跳ぶんやという題材ですけれ

ども、子どもたちにとって身近な題材では

ないかなというところです。こういう身近

な題材、また中身も読みやすいといったも

のが光文なんかはたくさんあるなというと

ころでございます。 

 また光村の３年生の教科書の 17 ページ、

これは情報と向き合うというところがテー

マになっていますけれども、具体的な実生

活に沿った中身になっておりまして情報リ

テラシーといったことを考えさせていく上

でも有効だというところがございます。 

 各者ともに子どもたちの生活に結びつい

ている題材がたくさん紹介されておりまし

て、子どもたちが興味・関心を引くような

工夫が多くなされているなというところが

ございます。 

 ２点目の子どもたち自身が議論して考え

を深めていくような工夫についてはどうか

というところなんですけれども、教出の６

年生の教科書の９ページを例にしますとペ

ージの左側に、「考えよう・深めよう」とい

うことで発問が掲載されています。こんな

形で教科書の中に掲載されておりますと、

どうしても発問に沿った考え方になってい

きますので、子どもたちの趣向といったも

のもそういった方向に偏りがちになってし

まうんじゃないかなというところがござい

ます。 

 同じような教科書の発問というところが

気になるのは光文です。例えば、光文の６

年生の教科書の 12 ページ、「一年生のお世

話係 ―アフター ・ユー ―」というタイト

ルの題材なんですけれども、本文の下のと

ころに線がありまして、記入欄がございま

すけれども、そこにあるように発問が記述

されているんですけれども、こんな形で書

いてあると子どもたちはどうしてもそこに

目がいって、影響を受けてしまい、その発

問に沿ったような形の考え方になってしま
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いがちになってしますのではないかという

ところが気になるなという指摘がございま

した。 

 それから３点目の子どもたち自身が自分

自身を振り返るということであるとか、教

員自身が子どもの成長を把握して指導に結

びつけるような工夫ができるかという点に

ついてなんですけれども、道徳ノートが非

常に効果的ではないかなということでした。 

 例えば日文は、教科書の一番後ろにはさ

み込まれるような形で道徳ノートが別冊の

形でついてくるんですけれども、このノー

トが大変使いやすいという先生方から意見

がありました。 

 こういった形のノートがないのは、東書

や光村、学研ですが、こういった形のもの

がなければ先生方がそういうものを用意し

て、そこに記録していくような形をとると

いう指導になろうとかと思います。 

 また学図につきましては、１年生の教科

書では記述欄がついているんですけれども、

その記述欄が教科書の中にあり、これが学

習の順番と異なっているものですから少し

使いにくいという声がございました。 

 光文につきましては、巻末に記述欄があ

るんですけれども、その記述欄が少なくて

使いづらいという御意見があり、あかつき

につきましては、ノートが教科書の題材順

ではありませんでして、内容項目順になっ

ておるというところから、使いにくいとい

う御意見がございました。 

 以上です。 

 

○古川教育長 御質問はございますか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 先ほども詳しく説明していた

だいたんですけれども、日文の教科書には

道徳ノートがついているんですけれども、

現在使用しているものから改善された点に

ついて詳しく説明していただきたいと思い

ます。 

 

○新納指導課長 泉南市は今も道徳は日文

を使っていますけれども、今回の道徳ノー

トですと、例えば１年生の教科書の 13ペー

ジの「日本のお菓子」というタイトルのと

ころでは設問が上のほうに一つ設定されて

おります。設定されている設問は一つだけ

なんですね。カラーのところは空欄になっ

ておりまして、授業者によって問いを設定

できるような自由度が高い形になっており

ます。今使っているものは設問自体が３つ

あって、授業する先生方は自由度がないよ

うなところがあったんですけれども、今回

の教科書ではそういったところも授業者が

少しフリーハンドで書かせるようなことが

できるようになっておりまして、そういう

点でもこの道徳ノートがより使いやすくな

ったなという声をいただいております。 

 以上です。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございます

か。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 御説明の２点目で、児童が考

え、児童同士が議論していくことができる

ようになっているかということなんですけ

れども、これについて日文の教科書はどう

なっているのでしょうか。 

 

○新納指導課長 １点目のところとちょっ

と重なるところがあるかと思うんですけれ

ども、子どもたち自身が内容をつかんで関

心を持って教材に入っていけるというとこ

ろ、登場人物が紹介されていたり、簡単な

粗筋があるということで、まず理解しやす

いというふうなところ、そんなところから

理解の部分で時間がコンパクトにできるの
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でそういう子どもたち自身が話をするよう

な時間をゆったりととれるというふうなと

ころはメリットではないかなと先生方から

御意見をいただいております。 

 

○古川教育長 ほかに御質問はございます

か。片木委員。 

 

○片木委員 意見としていいですか。 

 

○古川教育長 意見でも結構です。片木委

員。 

 

○片木委員 子どもたちが自分で考えて、

その考えを相手に伝え、またそれをもとに

子ども同士が議論していくことができると

いう面では、日文がよく工夫されているな

というふうに思いました。 

 

○古川教育長 ほかに御質問・御意見はご

ざいますか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 子どもたちが主体的に勉強で

きるように興味を引き出せる内容になって

いるなと思うのは、日文、光文、光村では

ないでしょうか。 

 

○古川教育長 ほかにござませんか。 

薮内委員。 

 

○薮内委員 児童が自分を振り返って成長

を実感できて、また教員が児童の成長の様

子を把握して指導に生かすための工夫がさ

れているのは日文であると思います。 

 

○古川教育長 全体的に日文の教科書がい

いという意見が多いようですが、日文の教

科書を採択するということでよろしいです

か。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、道徳は日文の教科書を採択し

ます。 

 これで、小学校の教科書の採択が全部終

わりました。 

 続いて、中学校につきましても道徳以外

については採択が必要ですので、引き続き

審議をいたします。 

 中学校につきましては、令和３年度から

新学習指導要領の全面実施を控えており、

今回の採択に係る教科用図書の新たな申請

がなかったため、前回の平成 26年度検定合

格図書の中から採択を行うこととなります

が、その際４年間の使用実績を踏まえつつ

判断することもできるとなっております。

選定委員会は、これまでの使用実績から各

種目とも現在使っている教科書が適当であ

るとの意見です。 

 資料をごらんいただいて、意見書の 16

ページに中学校の発行者と推薦発行者、こ

れが今使っているもの全てのリストになっ

ております。ごらんいただきまして、御質

問・御意見等をいただければと思います。 

 太田委員。 

 

○太田委員 質問なんですけれども、新学

習指導要領が実施されるときには教科書も

それに合わせた教科書になるのかなと思う

んですが、その教科書の採択は来年に行わ

れるということになるのでしょうか。 

 

○新納指導課長 そのとおりです。中学校

の教科書は今年度が検定年となっておりま

すので、来年度に採択し、令和３年から使

用を開始することとなります。 

 

○古川教育長 ほかに質問はございますか。 

 それでは、御意見をいただきたく存じま
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す。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 私は今使っている教科書でい

いかなと思います。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 栁澤委員に賛成です。各種目

とも現在使っている教科書が適当であると

思います。 

 

○古川教育長 片木委員。 

 

○片木委員 私も皆様と同じ意見です。 

 

○古川教育長 皆さん、現在の教科書が適

当であるという御意見ですので、各種目と

も現行の教科書を採択することでよろしい

でしょうか。 

 

（全員頷く。） 

 

 それでは、まとめて行いましたので、確 

認的に読み上げさせていただきます。 

 それでは、中学校の国語は東書、書写は

学図、地理・歴史・公民・地図はいずれも

帝国、数学は教出、理科が啓林館、音楽は

一般・器楽とも教出、美術は日文、保健体

育は大日本、技術・家庭の技術分野・家庭

分野ともに開隆堂、そして英語も開隆堂と

いうことになります。 

 以上を採択します。 

 以上で、日程第２、議案第１号、令和２

年度使用教科書の採択についての審議を終

了いたします。 

 その他、何か皆様から御発言があります

か。 

 よろしいですか。 

 ないようですので、以上で令和元年第１

回臨時会を終了します。長時間お疲れさま

でした。 

  

署 名 （           ） 

    （           ） 


